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牛の内臓漿膜に汎発-した腺癌
●
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力を有し灰黄色を呈していた。それらは第３胃，子宮，
膀胱の漿膜に密在するとともに肝の包膜と実質表層，脾

の包膜および肺辺縁の実質にも認められた。

組織学的所見：腫瘤では，比較的大型の核と広く明る

い胞体を有する円柱上皮細胞が重扇し管状複合腺様構造

を呈して腫蛎性増殖を示した(写真１，２)。腺腔および
組織にはヒアルロン酸は証明しえなかった。

肉眼的に腫癌は主として腹壁腹膜および腹腔内諸臓器

の漿膜に播種住に形成されておりその分布の特徴は中皮

腫(Mesothelioma）あるいはﾀ仔宮内膜症(Endometr-

iosisexterna)のそれに類似している。しかし組織学的

には中皮瞳の特徴はぎく，またヒアルロン酸を欠くこと
および年令などから中皮腫とは考え難い。子宮漿膜上に

部分的に認められた子宮内膜様細胞の存在，腫癌塊が結

合識で被膜化されていること，およびリンパ行性転移が

うかがえたことを考慮すると，外子宮内膜症の可能性も

考えられないごともない。しかし本症例は組織学的に著

明な腺腔ないしは管腔形成を特徴とする腫瘍であり原発

不明ではあるが腺癌とその転移病変とみなすのが妥当と

考えられた。

症例は山形市内で飼育されていた８才，錐のホルスタ

イン種で，分娩してから１か月半後に第４胃左方変位と
診断された。開腹治療をしようとしたところ腹壁および

胃漿膜に腫瘤の多発が見いだされ，真珠病の疑いで穀処

分された。

肉眼的所見：腫瘤は大豆大ないし栂指頭大で比較的弾

管腔内にはしばしば粘液物質あるいは脱落変性細胞を容
れていた。またこのような組織は厚い結合識で囲鍵され

る傾向がうかがえた(写真３)。腫瘍組織は肉眼所見で明

らかなように漿膜に限局して形成されていることが多か

った。しかし肝ではグリソン鞘に一致する部分あるいは

該部から実質に向かって同様な腫瘍組織が認められ，肺

においても間質に限局性腫瘍細胞巣が存在した。さらに

肺門リンパ節あるいは腸間膜リンパ節でも包膜が線維性

に肥厚し同様の腫癌病巣が形成され皮質に一致する部分・

がこの腫瘍組織で置換されていた。臓器に分布するリン

パ管にはしばしば腫蕩細胞力濯塞しており腫蕩の転移は

リンパ行性と考えられた。そのほか子宮では被膜化され

た腫瘍組織の近くの漿膜面に一層の子宮内膜上皮細胞に

類似した細胞が限局性に認められた(写真３）。また腫瘍
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